
【感染症発生動向調査事業から】 
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Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎発生状況
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我が国では、令和７年４月７日から急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）サーベイラ
ンスが開始されました。川崎市における定点当たり報告数は、第３８週（９月
１５日～２１日）に６８．４０人と、第２０週（５月１２日～１８日）以降
７０．００人前後で推移しており、大幅な増減はみられていません。 
 病原体定点医療機関からは第３８週までに計３３２件の検体が搬入され、こ
のうち２２０件から病原体が検出され 
ました。内訳は新型コロナウイルスが 
７８件と最多で、次いでヒトパライン 
フルエンザウイルスが６２件でした。 
特に７月以降は新型コロナウイルス感 
染症の報告数の増加に伴い、新型コロ 
ナウイルスが多く検出されています。 
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今、何の病気が流行しているか！  

第３８週報告数第１位 急性呼吸器感染症（ＡＲＩ）サーベイランスの実施状況 

令和７年９月１５日（月）～令和７年９月２１日（日）〔令和７年第３８週〕の感染症発生状況 

第３８週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、１）新型コロナウイルス感染症 ２）感染性胃腸炎 ３）Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎でした。 

新型コロナウイルス感染症の定点当たり患者報告数は４．４３人と前週（５．７２人）から横ばいでした。 

感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は２．６５人と前週（４．２７人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は１．７０人と前週（１．８６人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

第３８週報告数第３位 

第３８週報告数第２位 
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川崎市における急性呼吸器感染症の 
発生状況（令和７年第１５週～第３８週） 

 
川崎市における急性呼吸器感染症の 

病原体検出状況（令和７年第１５週～第３８週） 

 
川崎市において急性呼吸器感染症の検体から 

検出された主な病原体（令和７年第１５週～第３８週） 

【ヒトパラインフルエンザウイルスとは】 
鼻炎や咽頭炎、気管支炎等を起こす小児を中心とした急性呼吸器 
感染症の主要な原因ウイルスの１つ。多くは自然に軽快する。 

 
【ライノウイルスとは】 

鼻閉やくしゃみ、咳等を起こすウイルスで１年中みられる。喘息 
を増悪させることもあるが、多くは軽症にとどまる。 

（複数検出された検体あり） 

検出率検出数（件）病原体

２３．５％７８新型コロナウイルス

１８．７％６２ヒトパラインフルエンザウイルス

１３．０％４３ライノウイルス

５．４％１８インフルエンザウイルス


